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閉症スペクトラムへと拡がっているが、前者の親が概して親の会に参加しているのに対して、後者の親は
親の会には参加しない傾向にある。従って、今後は本研究が対象を拡大し、中核群と周辺群を対比する研
究に展開することが期待される。 
第二に、本研究は受容の段階説を裏付けると共に、受容過程における価値転換に注目しているが、価値
転換の契機については控え目に言及されているに過ぎないことである。第4章に付された、「変わる」と
「気持ち」・「考え」が共起した箇所の受容後の語りを抽出した表にも、その論考に資する内容が見出さ
れることから、本研究のデータを更に分析し、価値転換の契機についても考察・提案がなされることが期
待される。 
質疑においては、以上の内容に関する質疑に加えて、インタビュー方法についても議論がなされた。即
ち、本研究では長期にわたってさかのぼり、確定診断や受容の時期のことを詳細にインタビューしている
が、リアルに語って貰う為の工夫をどのように行ったか、をはじめとする質問に対して詳細に回答がなさ
れた。既に言及したように丁寧に集められたインタビューデータは本研究の評価される特色でもあるだけ
に、その工夫はもっと詳細に記述されていて良かったのではないかとの憾みが指摘された。 
 
 本学位請求論文は、上記のような課題は残るものの、障害受容過程の研究としても、テキストマイニン
グの質的研究への応用事例としてもその意義が高く、審査担当者は一致して、太田雅代君に博士(医療マネ
ジメント学)の学位を授与することが適当であると判断した。 
